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国立研究開発法人科学技術振興機構 女子中高生の理系進路選択支援プログラム 

 女子中高生夏の学校２０１７ 

～科学・技術・人との出会い～【開催要項】 

１ 趣  旨 

  女子中高生が「科学技術にふれ」、科学技術の世界で生き生きと活躍する女性たちと「つ

ながり」、科学技術に関心のある仲間や先輩とともに「将来を考える」機会として「女子

中高生夏の学校２０１７～科学・技術・人との出会い」を開催します。 

  このプログラムでは、２泊３日の合宿研修期間中、女子中高生が科学研究者・技術者、

大学生・大学院生等との交流を通じて、理系進路の魅力を知り、あるいは再確認し、理

系に進もうという意思を高めることを目指しています。加えて、合宿研修後に継続的に

実施するメンター相談活動により、女子中高生が進路選択、キャリア形成について考え

を深めるための支援を行います。 

  保護者や教員は、女子中高生にとって最も身近な理解者、支援者です。保護者と教員

向けに準備している合宿研修プログラムでは、保護者や教員に理系の様々な分野のキャ

リアについて知り、また理系分野でキャリアを重ねている女性との交流を通じ、女性と

理系キャリアの関係について理解を深めていただきます。また、企画委員や参加者同士

での意見交換を通じて、理系進路選択を希望している女子中高生の良き理解者、助言者

となるヒントを得ていただくことを目指します。 

 

２ 主  催 

   独立行政法人国立女性教育会館（NWEC） 

 

３ 共  催  

   日本学術会議「科学者委員会 男女共同参画分科会」 

お茶の水女子大学  沖縄科学技術大学院大学 

 

４ 後  援  

   男女共同参画学協会連絡会  埼玉県教育委員会 

 

５ 会  場 

   国立女性教育会館（NWEC）    

〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728番地 

   電 話：0493-62-6724・6725      ＦＡＸ：0493-62-6720 

   Ｅメール：progdiv@nwec.jp      ＵＲＬ：https://www.nwec.jp 

 

６ 期  日 

   平成２９年８月５日（土）～８月７日（月） 

 

７ 対象・定員 

   ○女子中高生（中学３年生、高校１～３年生*） … １００名 

進路選択について考えている女子  

科学・技術に興味・関心のある女子（進路の文系、理系は問いません。） 

*高等専門学校１～３年生、中等教育学校等の場合は、相当する学年が対象です。 
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   ○保護者・教員 … ５０名 

    対象女子中高生の保護者、中学校・高等学校理系科目教員、進路指導教員など 

     ※保護者の方は上記女子中高生と一緒に参加する場合のみ申込できます。 

     ※教員の方は生徒の引率がない場合でも申込ができます。 

 

８ 申込について 

（１）申込方法 

「女子中高生夏の学校２０１７」の「WEB 申込フォーム」よりお申し込みくださ

い。 

URL https://www-nwec.webhosting.biglobe.ne.jp/event/training/g_natsugaku2017.html 

（２）申込期間 

   平成２９年５月２３日（火）～６月２０日（火）午後５時まで 

※応募者多数の場合は、書類選考により参加者を決定します。選考の際は、初め

て参加する方を優先します。 

    ※できるだけ多くの学校から参加いただくため、参加申込は１校につき２名まで

とさせていただきます（各学校で調整をお願いいたします）。 

（３）決定通知 

参加の可否については、７月７日（金）までに本人宛に E メールにて通知します。 

※連絡がない場合は、お手数ですが国立女性教育会館事業課 

（電話：0493-62-6724・6725）までご連絡ください。 

    ※以降 NWEC からの連絡手段は原則 E メールになりますので、progdiv@nwec.jp

からの連絡を必ず受け取れるように受信設定をご確認ください。 

※郵送、ＦＡＸでは申し込むことはできません。 

 

９ 所要経費 

（１）参加費  無料 

（２）宿泊費及び食費 

   8,100円（１泊 1,200円×２泊＋食事代 5,700円） 

【食事代内訳】１日目 夕食 1,050円（和食セット） 

２日目 朝食   850円（バイキング） 

昼食   750円（弁当） 

夕食 2,200円（立食パーティー） 

３日目 朝食   850円（バイキング） 

※食物アレルギーがある方は、必ず参加申込の申込フォーム「連絡事項」の欄に具

体的に記入してください。 

   ※宿泊について、前泊・後泊をする場合は、別途宿泊費（１泊 1,200円）が加算さ

れます。 

（３）交通費の補助 

   参加女子中高生のうち、交通費が学割を適用して往復 30,000円を超える方のみ、そ

の費用の一部を補助する予定です（人数によっては補助できない場合があります）。 

（４）保険への加入 

   参加者全員に保険（自宅を出てから帰宅まで）に加入していただきます。詳しくは

参加決定時にお知らせします。 

 

https://www-nwec.webhosting.biglobe.ne.jp/event/training/
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10 日程（予定） 

 【共通】……………女子中高生、保護者、教員共通プログラム 

 【女子中高生】……女子中高生用プログラム 

 【保護者・教員】…保護者・教員用プログラム 

  

 

＜第１日 ８月５日（土）＞ 

【共通】開校式                          13:00～13:30 

   開会宣言  永合 由美子 実行委員長（日本女性技術者フォーラム） 

   あいさつ  内海 房子  国立女性教育会館理事長 

         松尾 由賀利 法政大学理工学部教授（日本学術会議第３部会員） 

   ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ  古澤 亜紀  茨城県立水戸農業高等学校教諭 

 

【共通】サイエンスアンバサダー「自分の将来について考えよう」    13:30～14:00 

   グループ内で自己紹介を行い、合宿研修期間を通してチームとなる仲間のことを知

ります。学生ＴＡ（学生ティーチングアシスタント）の短い講話を聴き、合宿研修の

ねらいや目的を理解し、主体的に参加する気持ちを高めます。 

 

【共通】キャリア講演                       14:15～15:45 

   過去の夏学卒業生でもあり、学生ＴＡや夏学の企画運営に長く携わった女性や女子

中高生にとって魅力的な科学・技術の研究を行っている方から、現在の生活や仕事の

ことなど理系進路の魅力についてお話を伺い、将来理系で学ぶこと、働くことの意義

や理系進路の多様性について理解を深めます。 

   講師  菅原 愛子  本田技研工業株式会社営業企画部チーフ 

 

        

【女子中高生】学生企画（タイトル未定）              16:00～17:30 

講演を聴き、ひとりひとりの女子中高生が感じ、考えたことを他の女子中高生、学

生ＴＡ、企画委員と共有し、将来理系で学ぶこと、理系の職業に就くことの意義や価

値の理解を深めます。理系進路が多様であることを理解します。 

 

【保護者・教員】夏の学校を知る                  16:00～17:30 

   今までの夏学の様子をＤＶＤで視聴したり、担当者から説明を受けたりすることに

より、３日間の研修の流れや意義を理解するとともに、グループ討議等を通じてお互

いの交流を深めます。 

 

     夕 食                          18:00～19:00 

 

【女子中高生】学生企画「サイエンスバトル！？」           19:15～20:45 

   グループで協力し合い、学生スタッフが出題する課題やクイズに答えるスタンプラ

リーに挑戦しながら、グループメンバーの親交を深めます。 
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【保護者・教員】理系進学を考える          19:15～20:45 

   日本ではなぜ理系分野に女性が少ないのでしょうか。大人は「理系」にどのような

イメージを抱きますか。女子中高生の進路としてはどうでしょうか。ワークショップ

形式で意識を深めます。進路選択に悩む女子中高生への支援の在り方についても考え

ます。 

   講師  河野 銀子  山形大学    

       「女子中高生の進路選択に関わる課題と支援（仮題）」 

 

 

【共通】天体観望会＜希望者のみ＞                 21:00～22:00 

   自然豊かな国立女性教育会館の夏の夜空を天体望遠鏡で観察します。 

 

【共通】研究者・技術者とのキャリア・進学懇談会①＜希望者のみ＞   21:00～22:00 

   女子中高生の理系進路選択に向けて、研究者・技術者とさらに話をしたいという参

加者のために、進学や就職など、将来のことに関する懇談会を行います。 

 

 

＜第２日 ８月６日（日）＞ 

 【女子中高生】サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」    9:00～11:30 

   理系の専門分野の研究者・技術者の指導の下、実験・実習にじっくりと取り組みま

す。日常を科学する「不思議体験コース」と専門性の高い「チャレンジコース」の２

種類の実験があります。実験を行うだけでなく、実験の意味や結果について考察して

みましょう。（参加者決定後、実験・実習の希望調査を行います。） 

※添付の「平成２９年度実験・実習一覧」参照 

 

 【保護者・教員】実験・実習の参加・見学               9:00～11:30 

   サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」の実験や実習を実際に見学・

参加することで、研修に取り組む女子中高生の姿を見たり、理系進路選択を応援する

意識を高めたりします。 

 

     昼 食                          11:30～12:45 

     集合写真の撮影                      12:45～13:00 

 

 【女子中高生】サイエンスアドベンチャーⅡ「研究者・技術者と話そう」  13:00～15:50 

   女子中高生が理系進路（キャリア）の魅力を知る機会として、理系の様々な分野、

世代の人と交流します。 

 

①ポスター展示・キャリア相談 

     ポスター展示：協力学会、企業、大学から様々な理系キャリアを歩んでいる人

がポスター展示や演示実験を行います。様々な理系分野で活躍する人たちに最先

端の技術や各分野で必要となる基礎知識、さらにその分野で活動する人がどのよ

うなライフスタイルをとっているのかを知る機会です。 

キャリア相談：研究者、技術者、女子大学生・大学院生に進路選択やキャリア

に関する疑問や不安を相談する機会として活用してください。 
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②国際交流 

     留学生が、大学生活、研究活動、日本での生活や母国に帰ってからの夢などに

ついて英語で発表し、セミナー形式でみなさんとディスカッションします。英語

でのコミュニケーションを通じて文化的に異なる背景を持つ人の考え方に触れる

ことができます。「留学生ＴＡの母国文化・大学生活の紹介」クラスと「留学生Ｔ

Ａの研究紹介」クラスの２クラスに分かれて交流します。 

 

【保護者・教員】夏学講演「理系分野の女性と社会とのつながり」   13:00～15:00 

（休憩あり） 

講師  井野瀬 久美惠  甲南大学教授 日本学術会議副会長 

 「理系分野の女性技術者・研究者へ（仮題）」 

講師  芳賀 恒之  NTTアドバンステクノロジ株式会社 

グローバル事業本部 副本部長 

 「企業・産業界における女性研究者・技術者の活躍とその期待（仮題）」 

    講師  田中 若代  日本女子大学附属中学校・高等学校前校長 

 「理科教育における中高大学連携の試み（仮題）」 

 

【保護者・教員】サイエンスカフェⅠ「ポスター展示・キャリア相談見学」15:00～15:50 

   女子中高生の理系進路選択への支援に向けて、男女共同参画学協会連絡会や企業、

大学等のポスターブースを回り、最先端の科学技術について知る機会とします。 

また理系の進路について相談することで我が子や生徒の進路に関する不安や悩み等

の解決に近づける場とします。 

 

【女子中高生】学生企画「Ｇａｔｅ Ｗａｙ」              16:00～17:30 

   女子中高生が理系の進路についてさらに深く知るため、理系の学びや進路について、

多様な理系分野の様々な年代の人々と話し合います。 

また、学生企画「キャリア・プランニング」に向けて、科学・技術者や学生ＴＡか

らアドバイスを受けます。 

 

【保護者・教員】サイエンスカフェⅡ                 16:00～17:30 

「理系分野の大学生、新社会人との座談会」        

   理系分野に進学した大学生や大学院生、新社会人としての女性技術者や女性研究者

からの講演や座談会を通じて、ロールモデルを知るとともに、最近の大学選択や就職

活動といった理系進路選択の現状、理系分野の魅力、中高生のころに大人から受けた

影響についても知る機会とします。 

    講師  （       調整中          ） 

 

【共通】交流会                          18:00～19:00 

   夕食をとりながら、参加者同士、講師や実行委員、女子大学生・大学院生と交流し

ます。 

 

 

 【女子中高生】学生企画「キャリア・プランニング」         19:15～20:45 

   夏学での３日間の学びをもとに、各グループでお互いの考えを話し合いながら、一

人一人の具体的な進路を模索し「タイムライン」としてまとめます。 
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 【保護者・教員】サイエンスカフェⅢ                19:15～20:45 

「女性研究者・女性技術者との座談会」 

社会人として活躍している女性技術者・女性研究者からの講演や座談会を通して、

理系分野でキャリアを積んだ女性のロールモデルを知り、キャリアの変更、家事・育

児・介護との両立、海外での生活などの可能性についても意識します。同じ大人とし

ての立場や中高生への思いを共有する機会とします。 

   講師  （       調整中          ） 

 

【共通】研究者・技術者とのキャリア・進学懇談会② ＜希望者のみ＞ 21:00～22:00 

   女子中高生の理系進路選択に向けて、参加者が研究者・技術者とさらに将来のこと

に関し相談することができます。 

 

【女子中高生】国際交流「もっと話そう英語」＜希望者のみ＞      21:00～22:00 

   日中の国際交流の時間で異文化や留学生の理系キャリアに対する視点に興味を抱い

た女子中高生のために、留学生ＴＡが英語で会話に応じます。 

 

 

＜第３日 ８月７日（月）＞ 

【女子中高生】キャリア・プランニングポスター発表会          9:00～11:00 

学生企画「キャリア・プランニング」で作成したタイムラインを用いて、班で一つ 

のポスターを作成し、夏学を通して考えた自分の将来について発表します。 

 

【保護者・教員】夏の学校を振り返る                 9:00～10:00 

   女子中高生の理系進路に関する保護者同士の忌憚のない意見交換を行い、この合宿

研修の経験をどう生かすかについて考える機会として、３日間の研修を振り返ります。 

 

【保護者・教員】キャリア・プランニングポスター発表会見学      10:00～11:00 

 

 【共通】学生企画「夏学振り返りと表彰式」             11:15～11:45 

   参加者が一堂に会し、３日間の振り返りを学生スタッフの企画により行います。 

 

【共通】サイエンスアンバサダー任命式・閉校式           11:45～12:15 

   女子中高生の参加者全員をサイエンスアンバサダーとして任命します。アンバサダ

ーは、自分の学校や地域に戻った後、学校や友人に夏学の体験を伝えます。 

    任命  永合 由美子  実行委員長（日本女性技術者フォーラム） 
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11 参加にあたって 

本事業の活動・成果を普及するため、当日の様子を録画・撮影して会館ＷＥＢページ

に掲載あるいは各種会議等で報告する予定です。あらかじめ御承知おきください。 

 

 

12 交通案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電車では                   ●自動車では    

 ※武蔵嵐山駅へは                東京方面からは、練馬 I.C.から関越自動車道で 35分 

池袋駅から東武東上線「小川町行き」      東松山 I.C.から国道 254 号で 15分 

  快速で 60分、急行で 63 分           新潟方面からは嵐山小川 I.C.から国道 254 号で 15分 

小川町駅から東武東上線「池袋行き」で 7分 

※東京メトロ副都心線で渋谷から池袋まで    ●タクシーでは 

急行で約 11分                森林公園駅、小川町駅から 12分 

※東京メトロ有楽町線、副都心線の和光市駅から  武蔵嵐山駅から 5分 

東武東上線に乗換ができます。 

東武東上線武蔵嵐山駅から徒歩 12分         

            


